山梨県コンクール　三部　優秀賞
母のおにぎりとみんなで食べたあの味　
北杜市立甲陵中学校一年　
　鶴田　しおり　
ごはんは私にとって毎日の楽しみです。おなかがすいたときに食べれば元気が出るし、疲れているときにはホッと心を落ち着かせてくれる。栄養があって体に良いだけではなく、だれかの手でつくられたごはんには、その人の思いや優しさがぎゅっとつまっていることがあります。さらに、だれかと一緒に食べることで、もっとおいしく、もっと幸せな気持ちになれるのだと、私は実際の経験から感じました。
それは、私が受験勉強のために、毎日塾に通っていたときのことです。朝から晩まで問題集やテストに追われる毎日はとても大変でした。特に受験前の追い込みだった冬期講習では、お昼ご飯を食べる時間が少なかったので、私はいつもバタバタしていました。そんな私に母は毎日手作りのおにぎりを持たせてくれていました。「がんばってね」なんて言葉はあまりかけてくれませんでしたが、そのおにぎりには、母の応援や、優しさがこもっているように感じられました。のりがしっとりした梅のおにぎりや、ちょっとこしょうのきいたツナマヨのおにぎりなど、毎日中身がちがっていて、開けるのが楽しみでした。けれどある日、母に急な用事ができてしまい、おにぎりを用意してもらえなかったことがありました。しかたなく、私は塾に行く前にコンビニに寄って、自分でおにぎりを買いました。味はおいしかったし、見た目もきれいでした。でも、なんだかいつものおにぎりよりも味気なく感じました。
そのとき私は、気づいたのです。毎日当たり前のように食べていた母のおにぎりは、ただの食べ物ではなかったということに。母が朝早く起きてお米を炊き、私のためにぎゅっと握ってくれていたそのぬくもりや思いが、いつも私の心を元気にしてくれていたのだということに。受験でくたくたになった私の心を、いつもそっと支えてくれていたのは、母だったのだ、と強く思いました。
また、塾でおにぎりを食べるときは、ノートを見ながら口に入れていたので、一人で食べることのさみしさをあまり感じていませんでした。でも、夜に家へ帰って家族と一緒に食卓を囲んでごはんを食べると、「やっぱりこういう時間って大切だな」としみじみ思うようになりました。「今日塾どうだった？」という父のひとことや、「このおかずちょっと焦げたかも」と笑う母の声もすべてがうれしくて、ごはんの味だけでなく、家族との会話やぬくもりが私の元気の源になっていました。
「みんなで食べるごはん」といえば、私は小学校のころの運動会を思い出します。お昼休憩に友達と木の下に集まって、お互いのお弁当を見せ合ったり、「おいしそう！」と話しながら食べたりした時間は、今でも宝物です。外で食べるごはんの味ってどうしてあんなに特別に感じるのでしょうか？木のにおいや青空の色、みんなの笑い声と一緒に食べるごはんの味は、きっと一生忘れることはないと思います。
このように私は、ごはんには人の思いや愛情がこもっていること、そして誰かと一緒に食べることでもっとおいしく感じられるということを、経験から学ぶことができました。「ごはんを食べる」という、あたりまえのような日々は、あたりまえではなく、たくさんの人のやさしさやつながりがあることに気づけたことは、私にとって大切な学びになったと思っています。
　これからも私は、毎日ごはんを作ってくれる母や父、一緒に食べる友達、そして田んぼでお米を育ててくれる農家の方、自然の恵みに、感謝の気持ちを忘れずに過ごしていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

